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2……平成25年度 肺がん・肺結核検診
3……私立幼稚園の補助金制度、市営住宅入居者募集
4……救急医療情報キット、わたしたちの施設見学会参加募集

　市では、3歳未満児の保育サービスの供給量を増やし、
待機児童をゼロにするよう取り組んでいます。この取組
みの一つとして、3歳未満の乳幼児を保育士の自宅など
で保育する「家庭的保育事業」を 8月から始めています。
　4月にこの事業に従事しようとする人を募集選考し、
研修を経て、今年度は 3ヵ所で保育ができるようにしま
した。家庭的保育事業は、1つの保育室で、定員は 5人。
保育士の資格を持つ保育者と補助者の 2人が保育を行い
ます。少人数を生かした家庭的な保育ができ、家でいる
ような雰囲気の中で子どもたちを預かるのが特徴です。

家庭的保育の内容

　保育園の入園を希望していま
したが、年度途中からでは希望
の保育園には預けることはでき
ませんでした。仕事もあるので、
悩んでいたところ、市の担当者
から、家庭的保育事業があるこ

とを聞きました。正直、個人のお宅だし、大丈夫か不安でした。預
けてみて、子どもが嫌がり、泣く日が続けば辞めるつもりで、お願
いすることにしました。
　ところが利用し始めると、子どもは喜んで通園していますし、私
も少人数でアットホームな感じが気に入っています。安心して子ど
もを預けることができ、仕事ができるので助かっています。

　保育士の資格もあり、以前託
児所を経営していた経験もある
ので、市の募集を知り、応募し
ました。自分の子どもも成長し、
家族の理解もあったので、始め
るのに不安はありませんでした。
　研修を終えて、自宅を少し改装して、手作りのおもちゃもいっぱい
作成し、保育室をスタートさせることができました。
　今、１歳 11ヵ月と 1歳 4ヵ月の二人のお子さんを預かっています。
少人数なので一人ひとりにきめ細やかな対応ができます。補助者と二
人で協力して、これからもこの保育室で、若い世代の子育てを少しで
もお手伝いできればと思っています。

少人数なので子どもに目が行き届き保育ができる 家庭的保育室「Hoppe（ほっぺ）」

　　市では、待機児童の解消に向けて、３歳未満の乳幼児を市では、待機児童の解消に向けて、３歳未満の乳幼児を
保育士の自宅などで保育する ｢家庭的保育事業」を県内で保育士の自宅などで保育する ｢家庭的保育事業」を県内で
初めて、８月から実施しています。  初めて、８月から実施しています。  
　今号では、家庭的保育室「Hoppe（ほっぺ）」代表で保　今号では、家庭的保育室「Hoppe（ほっぺ）」代表で保
育士の中原 由貴さんと利用者の谷口 令奈さんにお話を伺育士の中原 由貴さんと利用者の谷口 令奈さんにお話を伺
いました。 いました。 
 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　     保育幼稚園室　  63‐7919

　   市が認定した家庭的保育者（保育士）と補助者の
   ２人が、保育士の自宅などで保育します。

【対象児】　生後６ヵ月以上３歳未満の幼児
【保育時間】　平日　原則 8時間　
　※午前８時～午後６時の間で、保護者が希望する時間
【保育料】　市保育所（園）の保育料と同額
【食事・おやつ】　お弁当とおやつの準備が必要

【入所要件】　市保育所（園）への入所要件と同じ
【定員】　1保育室で５人まで
【利用するには】　保育幼稚園室で待機登録の申請をした
　人の中から、審査を行い案内します。
【今年度実施する保育室】
　▼「ぞうさん」（名張幼稚園内／丸之内 )
　▼「Hoppe（ほっぺ）」（桔梗が丘西 1）　
　▼「マザーランド」（桔梗が丘 3）10月実施予定

「Hoppe（ほっぺ）」利用者
 谷口 令奈さん

        「Hoppe（ほっぺ )」代表
　        保育士　中原 由貴さん

1965年 8月 11日に「同和対策審議会答申」が出されたことを記念して制定されました。

毎月11日は「人権を確かめあう日」
2004年6月22日に、名張市が男女共同参画都市宣言をしたことにより制定しました。

毎月22日は「男女共同参画について考える日」
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